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法
科
大
学
院
の
浮
揚
の
た
め
の
施
策
に
つ
い
て

●
「
質

・
量

と
も

に
豊

か
な

法
曹

を
養

成
す

る
」
と

い
う

司
法

制
度

改
革

の
理

念
の

実
現

改
革
の
目
標

●
法

科
大

学
院

入
学

者
の

「
規

模
縮

小
」
が

急
速

に
進

行
（
→

今
春

は
年

間
合

格
者

目
標

30
00

人
を

割
る

水
準

）

●
「
規

模
縮

小
」
と

「
志

願
者

減
」
が

悪
循

環
と

の
指

摘

●
「
規

模
縮

小
」
の

継
続

に
よ

り
、

「
プ

ロ
セ

ス
養

成
」
や

、
「
法

の
支

配
を

支
え

る
人

的
基

盤
」
へ

の
影

響
を

懸
念

現
状
と
課
題

●
現

状
の

合
格

者
数

を
念

頭
に

、
質

（
教

育
の

質
向

上
）
と

量
（
職

域
の

確
保

）
の

充
実

策
を

総
合

的
に

設
計

す
る

●
法

科
大

学
院

は
、

全
体

と
し

て
の

教
育

資
源

を
有

効
に

活
用

し
、

教
育

の
質

向
上

を
図

る

●
社

会
の

要
請

に
適

う
、

特
色

あ
る

先
導

的
な

教
育

を
推

進
し

、
職

域
拡

大
に

貢
献

し
、

教
育

成
果

を
発

信
す

る

浮
揚
策
の
方
向
性

上
記
課
題
を
払
拭
し
た
上
で
、
法
曹
養
成
機
能
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
先
導
的
な
教
育
の
推
進
や

職
域
拡
大
な
ど
、
以
下
の
方
策
を
通
じ
、
法
科
大
学
院
の
浮
揚
を
積
極
的
に
促
進
す
る
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規
模
縮
小

志
願
者
減

悪 循 環

法
科
大
学
院
全
体
の
質
向
上

社
会
の
要
請
に
応
え
る

新
た
な
法
曹
の
養
成

○
法

科
大

学
院

教
育

の
浮

揚
の

た
め

、
全

体
と

し
て

の
質

の
向

上
を

図
る

→
 法

科
大

学
院

相
互

の
連

携
強

化
に

よ
り

、
教

育
資

源
を

有
効

に
活

用
し

、
全

体
の

質
向

上
に

資
す

る

○
法

曹
養

成
制

度
改

革
の

理
念

を
実

現
す

る
た

め
、

国
際

化
対

応
、

民
間

・公
務

部
門

の
人

材
育

成
、

継
続

教
育

等
を

充
実

す
る

→
 特

色
あ

る
先

導
的

教
育

の
推

進
を

通
じ

て
、

社
会

の
要

請
に

応
え

る
新

た
な

法
曹

を
育

成
し

、
職

域
拡

大
に

も
資

す
る

法
科
大
学
院
の
浮
揚
の
た
め
の
具
体
的
方
策
（
イ
メ
ー
ジ
）
案

★
教
育
資
源
の
有
効
活
用

教
育
資
源
の
高
度
化
、
大
学
院
の
連

携
・
連
合
を
促
進

（
例

）

○
実

績
あ

る
教

員
の

派
遣

等
を

通
じ

、
法

科
大

学
院

全
体

と
し

て
の

教
育

の
充

実
・
強

化

○
理

論
と

実
務

に
通

じ
た

大
学

教
員

の
養

成
、

供
給

機
能

の
強

化

○
教

育
資

源
を

有
効

活
用

し
た

改
組

転
換

、
連

携
・
連

合
の

推
進

★
特
色
あ
る
先
導
的
教
育

国
際
化
対
応
、
民
間
・公
務
部
門
の
人
材
育
成
、

継
続
教
育
等
の
特
色
あ
る
先
導
的
教
育
を
推
進

（
例

） ○
世

界
展

開
す

る
企

業
法

務
に

対
応

し
た

人
材

養
成

○
知

的
財

産
、

消
費

者
保

護
、

労
働

紛
争

等
の

分
野

で
の

人
材

養
成

○
ク

リ
ニ

ッ
ク

や
継

続
教

育
な

ど
社

会
と

の
連

携
推

進

○
職

域
の

分
野

拡
大

に
繋

が
る

エ
ク

ス
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

実
施

現 状 ⇒
プ

ロ
セ

ス
養

成
や

法
の

支
配

を
支

え
る

人
的

基
盤

へ
の

悪
影

響

制
度
安
定
化
に
よ
る

法
曹
養
成
基
盤
の
確
立優
秀
で
多
様
な

人
材
の

法
曹
へ
の
確
保 2
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【
参
考
】
入
学
定
員
の
適
正
化
の
経
過
（
法
科
大
学
院
全
体
の
状
況
）

①
入
学
定
員
の
削
減
：

平
成
２
２
年
度
か
ら
、
全
て
の
法
科
大
学
院
が
削
減
（
約
３
０
％
の
減
）
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年

度
）

入
学

定
員

実
入

学
者

（
注

）
グ

ラ
フ

中
、

「
青

い
囲

み
」

は
入

学
定

員
の

ピ
ー

ク
時

か
ら

現
在

ま
で

の
減

少
の

推
移

、
ま

た
、

「
赤

い
囲

み
」

は
実

入
学

者
数

の
ピ

ー
ク

時
か

ら
現

在
ま

で
の

減
少

の
推

移

③
入
学
定
員
充
足
率
の
確
保
な
ど
を
通
じ
た
入
学
定
員
と
実
入
学
者
数
の
差
を

縮
小
す
る
方
向
で
の
定
員
削
減
の
促
進

入
学
定
員
と
組
織
見
直
し
の

在
り
方
に
関
す
る
方
策
の
検
討

②
競
争
倍
率
の
確
保
：

合
格
者
数
を
抑
制
し
、
実
入
学
者
数
も
、
大
幅
減
少
（
５
０
％
強
の
減
）

閣
議
決
定
の

数
値
目
標

近
年
の
平
均

合
格
者
数

3,
00

0

2,
00

0

規
模
縮
小
と
志
願
者
減
の

悪
循
環
を
脱
却
し
、

制
度
安
定
化
に
よ
る
法
曹

養
成
基
盤
確
立
に
向
け
た

検
討
が
必
要
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